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戦国サバイバルか ら平和令へ
一滝山城 を題材 として一

中 田 正 光

は じめに

戦国時代の滝山城跡がある加住丘陵は,北 側に多摩川が流れ,天 然の要害となっ

ています。この多摩川は,滝 山城の小宮曲輪があるあた りで秋川 と合流 し,大 河と

なって江戸湾に流れ込んでいます。

多摩川は,古 くは鎌倉時代にも戦略的に重要な位置を占めていて,鎌 倉幕府の武

蔵方面における最前線 としての役割を果た していました。ですか ら,多 摩川の右岸

には,今 でも数多 くの城郭遺構が認め られます。ただ,近 年の開発が進む中で,完

全な状態で遺構 を残 している例は少なく,関 戸城や大丸城のように遺構が完全に崩

壊 して しまった例があるのは残念です。

そうした中にあって,戦 国時代の滝山城は今でも歴然と城郭遺構を留めてお り,

関東地方でも屈指の名城 として今 日までその姿を残 してきました。しかし,名 城に

もかかわらず,地 元ではそれほど城郭としての評価が高 くないのが実情です。その

理由はい くつか考えられますが,も っとも大 きな理由は,遺 構そのものが草木に覆

われていて見えにくく,全 体の様子がわか りにくいといったことがあげられるで し

ょう。そこで,「 見やすい城あ と」「わか りやすい城あと」「親 しみやすい城あと」

をテーマに,「城跡の保存 と活用」を最終的 目標 として,地 元の方々で保存 と活用

に向けた会をつ くり,月 一度の下草刈 りを行ってきました。明確な池跡が出現 した

のも,こ うした下草刈 りを続けてきた成果で した。池の中か らは方形塁状遺構の

「中の島」が顔を出し,古 図にも描かれていなかった遺構 を知る機会 となりました。

これは大 きな発見で,埼 玉県の岩槻城や鉢形城,神 奈川県の小田原城などとも共通

することがわか りました。

下草刈 りによって見学面積は広が り,新 たな遺構が次々と顔を出すことによっ

て,滝 山城は地域の人たちからも見直されるように成 りつつあります。

そこで,今 回は,国 指定史跡である滝山城を題材として,戦 国の動乱か ら,豊 臣

平和令までを 「戦国サバイバルから平和令へ」と題してお話 ししたいと思います。
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1.滝 山城 につ い て

(1)滝 山城と街道の様子

滝山城の歴史について簡単にお話 ししておきましょう。現在の滝山城は北条氏照
やまじろ

(小田原北条氏康の三男)が 居城 していたころの最後の姿です。氏照が本格的な山城

である八王子城に移ってからは急速に寂れていったと思われます。

氏照が滝山城に入る以前は,八 王子恩方の浄福寺に居城 していました。この浄福

寺城は甲州方面からの案下道を見下ろす位置にあって,甲 州武田氏を警戒する城郭

として築かれていました。この浄福寺城に氏照は藤菊丸 という幼名で居城していた

と考えられます。その藤菊丸が氏照として滝山城に入城 したのは,永禄10年(1567)

ごろまでというのが有力な説 となっています。

それでは,氏 照が滝山に来る以前には誰が居たかというと,武 蔵守護代の系譜を

引 く大石真月斎(お そらく大石系図上の定久)の 城であったと考えられます。大石定

久の娘比佐 を嬰 り,氏 照は大石氏の名跡を継 ぐ形をとります。大石源三氏照 と名乗

り,大 石氏 をそのまま引 き継いだことを表現 したのです。これによって,大 石氏の

それまでの支配領域はそのまま氏照に移っていきました。氏照は滝山城に入ると,

直ちに城下の整備に取 りかかったと考えられます。浄福寺城下の寺 を滝山城下に移

した り,拝 島大師なども家臣の石川氏に命 じて修復 したりして地域に対する保護の

姿勢を見せたりしています。宮下の無量寺などもこのころに建てられたという伝承

を残 しています。

滝山城下には八 日市という小字名が今でも残っていますが,こ れは浄福寺城下の

八 日市を移転させたもの と考えられます。滝山の八 日市 には八雲神社があ ります
ご ず いちがみ

が,こ の神社はもともとは牛頭神社 といって市神が祀 られていた可能性が高いと考
いち

え られ ます。 商売 の神 として,市 な どの場所 に設 け られる こ とが しば しばあ りま

す。

それで は,家 臣た ちは何処 にいたの で しょうか。滝 山城(図1,参 照)に は 「信
くる わ

濃屋敷」「刑部屋敷」「カゾノ」「小宮」 といった家臣名のついた曲輪が存在するの

で,二 の丸 三の丸の周囲には氏照に最 も近い重臣たちの屋敷があったことがわか
か げ ゆ しようげん

ります。 また,谷 々には 「勘解 由」 とか,「 将 監」 とい った武士名 と思われ る小 字

が残 ってい るので,谷 間に も重 臣たちの居住地があったので しょう。 さ らに,鍛 治
や と

谷戸 という名称もあるので,氏 照の直属手工業者たちが谷間に居住 していたことが

わかります。この谷間からは今でも鍛冶作業で出た鉄 くずが拾えます。このことか

らも,谷 間が鍛冶職人たちの居住空間だったことは間違いないでしょう。

滝山城下の街道の様子はどうだったので しょうか。このことについても概略をお

話 ししておきましょう。

現在の滝山街道は,古 甲州道 と呼ばれて,府 中(東 京都府中市)か ら甲州の国府

(山梨県甲府市)に つながっていた街道でした。高月城(八 王子市高月)が この古甲州

道か らの一つの渡河地点に築かれたていた理由がわか ります。滝山街道(古 甲州道)
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川越道が交差 するあた りが城下の東木戸 に相 当 します。西木戸 は,宮 下町 と戸吹町

の 中間,古 甲州道が クラ ンクに折れ る場所 にあった と思 われ ます。東 木戸 と西木戸

の 問,お よそ4.5kmの 範囲が滝山城 の範 囲 と考 え られ ます。

丹木町 に 「ソマジュク」 と呼ぶ一画があ ります。 このソマ ジュクにはニカ所 にク

ラ ンクがあ ります。 おそ らく,ソ マ ジュクと呼ばれている場所 は,下 級家 臣たちの

居住空 間だ った もの と思 われます。道がニ カ所 でクラ ンクす る理 由は,戦 闘 を意識

した道の構 えで,木 戸 な どを設 けるこ とによって敵 の直進 を防 ぐための工 夫で し

た。実 際 に永禄12年(1569)の 滝 山合 戦(武 田信玄の侵入)で は,ソ マ ジ ュク も合

戦 の場 と化 してい ます。

(2)鉢 形城と滝山城合戦の実態

鉢形城合戦と 滝山城合戦 についての概略をお話 ししましょう。滝山城が実際の

合戦に利用 されたのは,甲 斐の武田信玄が攻めてきた永禄12年(1569)の 合戦だ

けです。それ以外 は滝山城の歴史には合戦の記録はありません。では,永 禄12年

の滝山合戦 とはどんなものだったのでしょう。

当時の合戦の様子を記した軍記物には,『関入州古戦録』 とか,『 甲陽軍艦』 など

があ りますが,合 戦の様子は現場で見たように描かれていて信葱性に欠けていま

す。そのため,こ うした軍記物をここでは活用できません。そこで,信 葱性の高い

書簡類を手がか りにして,ど のように合戦が進行したかみてみましょう。

そもそも,武 田信玄が北条領に侵入 してきた大きな理由は,北 条氏が越後の上杉

氏に接近 して,北 条,今 川,上 杉の連合作戦を計画 したことに対 して,こ れを良 し

と思わずちょっかいを出したのです。当初か ら信玄は北条氏 を徹底的に攻撃 しよう

とは考えていなかったらしく,北 条氏の動 きはどの程度かをつかむだけの進軍だっ

たようです。 しか し,北 条氏にとっては,本 城の小田原城が攻められてしまったの

ですから,北 条氏の威信は損なわれたといっても過言ではないでしょう。

永禄12年8月24日,武 田軍は軍備を整えるとつつ じヶ崎館 を出立 し,信 州か ら

碓氷峠を越えて上野に入 り,さ らに北武蔵に侵入 して鉢形城 を包囲しました。鉢形

城は氏照の弟氏邦が居城する名城でした(図2,参 照)。武田軍は鉢形城の外郭を攻

め立てて,城 を落とすまではしませんでした。なぜかというと北条氏の本拠である

小田原城攻撃が 目的だったからです。

ここで興味深い氏邦の行動があ ります。氏邦は,敵 の大軍が侵入 してくると言 う

場合には,平 野部の村々に住んでいた村人たちに避難するように呼びかけているの

です。阿佐美村は児玉郡の平野部にある村でしたが,こ の阿佐美村の人たちに,指

定した山に小屋掛けしてしばらく避難するように指示を出しているのです。阿佐美

村 は鉢形城か らお よそ10km離 れた場所にある村です。 こうした氏邦からの指示

は阿佐美村に限らず多 くの村 々に出されていたことでしょう£っ塞際の避難場瓢 芸し

て指定 したの は,鉢 形城 か ら3kmか ら4kmの 位 置 にあ る風布,西 の入,金 尾 と

いった場所 の山々で した。金尾 には城郭遺構 を残す 山が あ りま したが,風 布 と西 の

入 では現地調査 で発 見す ることが で きませ んで した。おそ らくこう した山々には,
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避難小屋が建てられ,合 戦が終わり敵の軍隊が引き上げるまで,村 人たちは辛抱強

く待機 していたのでしょう。

なぜ村の人たちは合戦 ともなると避難しなければならなかったのでしょう。それ

は,武 田信玄の言葉から想像がつきます。信玄は,手 紙の中で,武 蔵秩父郡に在陣

したとき,「人民断絶」 したと語 っているのです。村人たちを根 こそぎ皆殺 しにし
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た と断言 してい ます。

合戦の中で,一 般の村 人たちは,老 若男女 を問わず,殺 されて しまうことも当時

の実情 で した。 また,「 武相 国悉放火」 とあって,武 田軍は進軍 しなが ら村 々を悉

く焼 き払 ってい きました。 こう した戦禍の中で,村 人たちはた くまし く生 きてゆか

ねばな らなかったのです。鉢形城の氏邦が,村 人たちに避難場所 を指定 して避難 さ

せ た理 由が鮮 明 にうかんで きます。領主は,村 人たちを避難 させてや らなければ労

働力 を根 こそ ぎ失 うこ とにな ったのです。領域 か ら労 働力が無 くなる とい うこ と

は,領 国が崩壊 する とい うこ とに等 しい ことで した。 さ らに,村 人たちは殺 される

だけで な く,と きには根 こそ ぎさ らわれて しまうとい うこ ともあ りました。た とえ

ば,氏 邦の領域 であった西上野の玉村 の百姓 たちは,ご っそ りと武田軍に さらわれ

て しまったこ とが あ りま した。 この とき,氏 邦 は,「 如何 すへ く候哉(ど うしたらい

いのだろう)」 と嘆いています。

この ような合戦 の様子 を眺めてみ ると,相 手 の領 国の労働力 をそ ぎ取 った り,生

け捕 りにす ることで労働力 を獲得 した り,田 畑 や民家 を荒 らし,焼 き払 うこ とに よ

って生産活動 その ものを破壊 して しまうことが合戦 のね らい にひそんでいた ように

思 えます。 よ くテ レビや映画で見 るような合戦 シー ンとはほど遠い合戦 が,日 本 の

各地で繰 り広 げ られていたのが実情で した。 なぜ村が襲 われたので しょうか。 その

理 由は,戦 国大名 と村 の関係 が背景 にあ りま した。戦 国大名が支 配す る根底 には
むらうけ

村 々が あ りま した。村 は,「 村 請」 とい って,一 定額 の年貢 を領 主に納 め る仕組み

になっていま した。 この仕組 みが,田 畑 な どが合戦 に よって荒 らされ る と,当 然,

村 は一定の年 貢が払 えず,村 は崩壊 してい きます。村が崩壊 す るとい うことは,領

主の収入 源がな くなることで,大 名の存在 自体が脅か され ることになるのです。だ

か ら,戦 国大名 たちは,相 手 の村 を襲い,生 産労働力 となる人材 た ちを殺 した り,

拉 致 した りとい う行動 に出たのです。合戦 で 自らの兵力 を失 うよ り,村 を襲 う方が

手 っ取 り早 い方法 だったか らです。

次に滝 山合戦 についてお話 ししましょう。鉢形城 を攻撃 した武田軍 は,さ らに南
と どり

下して滝山城を包囲しました。永禄12年 の10月1日 に廿里で最初の合戦があ りま

した。これは,上 野原方面から小山田隊 と加藤隊が,小 仏峠を越えて侵入 してきた

ために北条軍がここで迎え撃ったのです。2日 に滝山合戦となったので,武 田軍は

二手に分かれて多摩地方に侵入 してきたことになります。ここで注 目したいのが,

都留郡諏訪村 にある諏訪明神社の棟札です。「滝山に馬を寄せ近辺を放火 し,裸 城

と成す」 という文意です。裸城 とは,城 周辺の村々が無 くな り,全 くの城だけにな

ったということです。棟札 に書かれた文章ですからそのまま信 じて良いと思いま

す。つまり,滝 山でも鉢形 と同じように,一 般民衆の村々は放火され,焼 き尽 くさ

れたのでした。滝山の場合,い ったい民衆は何処 に避難していたので しょう。この

ことが大変気になります。おそらく,氏 照も氏邦がしたように,周 辺の村 々に避難

を呼びかけていたはずです。そうしないと,村 人たちが根こそぎ殺されるか,生 け

捕 りにされたことが予想 されるからです。残念ながら氏照の手紙にはこのことにつ

いての記述は見あた りませんが,民 家が放火されたことを考えれば,民 衆を何処か
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図3山 の神曲輪 と同じ切岸状遺構が北西方向に残っている

に避難させていたはずです。この避難場所については,後 の方で検討 したいと思い

ます。

滝山合戦で北条方の様子がわかる手紙があ ります。それは合戦後に氏照が書いた
しゆく み くち

手紙ですが,こ の中で氏照は,「宿 三ロ」に兵 を送 り出したと言っています。宿三

口とは,滝 山宿のことと考えられます。滝山城下の街道には,当 時 宿があって滝

山宿 と呼んでいました。つ まり,滝 山街道で戦闘が行われたことがわか ります。軍

記物の中で語られている 「二の丸まで攻められた」というのは,滝 山城の 「二の丸

集中防御」の構造から考えて全 く信用できるものではありません。

武田軍はここでも滝山城を落とすまでは攻め立てていません。本来の目的が小田

原城を脅かすことにあったので戦力の消耗を極力さけていたものと考えられます。

3日 目の夜中に,武 田軍は杉山峠(御 殿峠付近)を 越えて小田原に向かって進軍 して

いきました。
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(3)滝 山城西方に見 られる 「山の神曲輪」について

滝山城跡には,土 塁とか,堀 といった明確な城郭遣構が存在 しない部分があ りま

す。その場所は,城 跡の北西方向に残る 「山の神曲輪」(図3,参 照)と 呼ばれてい

る場所です。おそらく,こ の場所に山の神が祀 られていたので,そ のような名称が

伝えられてきたのでしょう。山の神 とは,全 国的に見 られる山の神信仰で,民 間の

問で広 く普及していました。現在でも山中を歩 くと,小 さな祠をよく見かけること

があ ります。

滝山城跡の山の神曲輪には,城 郭遺構 としての堀 とか,土 塁といった明確な遺構

が認められません。山頂部分もやや自然地形に近 く,完 全な削平が施 されていませ

ん。こうした情況から,こ の山の神 曲輪は,昭 和26年 の 「国史跡指定」からもれ

てしまいました。おそ らく,滝 山城跡が国の史跡指定を受けるとき,山 の神曲輪だ

けは城跡ではないと判断されたのではないでしょうか。明確な城郭遺構が認め られ

ないということか ら指定から外 されたのだと思います。昭和20年 代の城郭研究を

考えると,当 時としては仕方がなかったか も知れません。 しかし,最 近になって滝

山城の縄張 り(城 の設計)か ら考えて,山 の神 曲輪は大事な防衛施設であることが

わかってきました。

それではなぜ堀 とか土塁 といった城郭遺構がないのかが重要な問題になってきま

す。結論から言いますと,こ の山の神 曲輪は,滝 山城の外側(外 郭)に 設けられた
そとぐる わ ないかく

外曲輪に相当すると考えられるのです。滝山城は,深 い堀に囲まれた部分を内郭 と

すると,こ れを取 り囲むように外郭部分が設けられました。その外郭部分は,堀 と
きりぎし

か土塁 といった防御施設が無 く,単 なる切岸が認 め られ るだけです。切岸 とは,字

の ごと く,崖 状態 に した地形の ことを言い ます。実 はこの切 岸 は強力 な防衛施設 な

のです。合戦 になった場合,寄 せ手(攻 めてくる者たち)は,崖 を よじ上 って攻め立

て なければな りませ ん。守 る側 としては,崖 の上か ら槍でつついた り,石 を落 とし

た り,弓 矢 で頭上か らね らい打 ちす るこ とがで きるのです。合戦 には大変有効 な防

衛 施設 である こ とがわか ります。 山の神 曲輪 には,堀 とか土塁 といった ものはな

く,い わゆる棚 田の ような段 々があるだけなのです。 ようす るに,切 岸遺構 だけが

存在す る とい うわけです。 この切岸 を城郭遺構 と判断 した場合,こ れ と同 じような

切岸 が高月城方面,さ らには西方丘 陵上 に広が ってい くこ とが わか りま した。図4

で示 した ように,切 岸 は杏林大学 の北側 まで続 いてい ます。 こう した切岸地形 も,

山の神 曲輪 と同 じように,城 郭遺構 としての切岸状遺構 と考 え られのです。

この ように考 える と,滝 山城 跡 の範 囲 は,広 大 な もの になってい きます。 しか

も,高 月城 と一体化 していった様子が認め られるのです。 なぜ この ように城郭が広

が ってい ったので しょうか。
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図4杏 林大学の北側に残る岸状遺構群

2.民 衆 の避難場所

(1)城 は民衆の避難場所

藤木 久志 さん は,『 雑兵 たちの戦場』(朝 日新聞社)の 中で,大 変興 味深い説明 を

しています。城 は,い ざ合戦 になった場合,民 衆の避難場所 として提供 されていた

というのです。 これは,城 の概念 を改めて問い直す大変重要 な問題 を提示 した こと

を意味 します。藤木 さんに よる と,い ざ合戦 ともなる と,城 下 の一般民衆 は 「城籠

り」 とか,「 小屋籠 り」 といって一時 的に避 難す る場所があ った とい うのです。 た

とえば,そ の例 として,「 天正6年(1578),の 暮 れ近 く,立 花 山城(福 岡県博多の近
くる わ

く)は 城内に避難 して小屋掛けする人々でふ くれ上が り,山 頂に続 く狭い曲輪 には
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収容 しきれ な くなっていた。 そのため,緊 急 の措置が とられた」 と言っていま

す。緊急 の措 置 とは,「 秋 山口 に新町 を立 て,居 り申す」 とい う資料の解釈 を 「一

般 の住 民 は麓 の(立 花山)秋 山ロ に新 町を作 って小屋掛 け した」 と読 んだのです。

つ ま り,秋 山口にた くさんの避難小屋 を建 てて一 時的に避 難 した とい うわけです。

立花 山の麓の秋 山口は,今 で は秋 山谷 と呼んでいて,博 多湾 を見下ろす広 い谷 間に

なってい ます。 この谷 間 には家 が建 て込 んでい て地形 はす っか り変わ ってい ます

が,谷 間の中 にはい くつ もの段 々(棚 田のようなイメージ)が あ ったことが わか りま

す。おそ ら く,一 般 の住民 は戦禍 を避 けて,こ の広 い谷 間にた くさんの避難小屋 を

建てていたので しょう。実際 に現地で観察す る と,藤 木 さんの解釈 は当を得 ている

と感 じました。

さらに,藤 木 さんは,戦 国末の 日本 に居 た宣教師,ジ ョアン ・ロ ドリゲスの 「領

主 と貴族 は高 い山にあ る城郭 に住 み,そ の他の民衆 は山中の森林 や山頂,ま た叢林

に住 んだ。 それ らの家屋 はいずれ も茅や乾草でで きていた」 とい う説 明か ら,当 時

は人々の身分 に応 じて高い山にある城郭への 「城籠 り」 と,山 中の森林や頂上 また

叢林へ の 「小屋籠 り」の別があった として,棲 み分け状態 の避難場所が設 け られて

いた と考 えま した。

当時,立 花 山城 に避難 した人 々は,城 周 り,お よそ8kmか ら10kmの 範囲 に住

む人たちで した。 もしこれを滝 山城 にあてはめ ると,東 は小平,西 は五 日市あた り

まで広が ってい きます。先 にふ れた埼玉県の鉢形城 の場合 を考 えれば,滝 山城へ の

避難 は当然行 われてい たこ とが想像 され ます。「人民断絶」,「民屋悉 く放火」 とい

った当時 の状況 を考えた とき,滝 山城 も避難場所 として民衆 に開放 されていたであ

ろ うこ とは簡単 に想像 がつ きます。

そ れで は滝 山城の何処 に民衆 は避難 していたので しょう。避難の場合 で も棲 み分

けが あった とすれば,滝 山城 の どのあた りまで民衆 は入 り込 むことがで きたので し

ょうか。

そ こで参考 になるのが真 田氏 の 「城 中法度」 です。信濃 の真 田氏 は,上 野(群 馬

県)に 進 出す ると,岩 びつ 山城 に入 り,こ こで城 に関わ る決 ま り事 を定め ま した。

そ の中の一つ に 「二之 曲輪 よ り内へ,地 衆(村 人,民 衆)の 出入 り,一 切 禁止」 と

い う定めがあ ります。つ ま り,民 衆は二の丸 より中へ は立 ち入 ることがで きなか っ

た ことが想像 されます。本丸や二の丸 は城 の中核 を成す部分で,こ こへ は重 臣関係

しか出入 りがで きなか った と思われ ます。 これ と同 じことを滝山城 に当てはめてみ
うまだし

ると,滝 山城 の二 の丸 は三 カ所 に出入 りロがあ りますが,ど の出入 り口 も 「馬出」

とい う特殊 な防御施設 を設けてい ます。 このこ とか ら,滝 山城 の二 の丸 とい う空 間

は,防 御 的に相 当重要視 された部分 であることが わか ります。つま り,軍 事的機密

空間 とも言 える大事 な場所(曲 輪)だ ったわけです。 おそ ら く,一 般 の民 衆は,こ

の機密空 間 とも言 える曲輪 には出入 りす ることはで きなかったで しょう。そ うな る

と,三 の丸 までが民衆 に開か れていた空 間(避 難場所 として可能な空間)と 考 え られ

ます。 甲斐 の武田信玄 も駿河 に侵攻 した とき,江 尻 城(静 岡県)で 城 に関わる掟 を

8力 条 にわたって定めてい ますが,こ の中に三の曲輪 までが開かれた空 間 といった
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内容 の掟 を定めてい ます。 こ うした例 か らも想像 され るよ うに,滝 山城 も二 の丸,

本丸 といった中核 部分 には簡単 に出入 りす ることがで きなか ったもの と思われるの

です。

滝 山城 の場合,三 の丸 までが開かれた空 間(曲 輪)だ った とす る と,い ったい ど

れ くらいの民衆 を避難 させ るこ とがで きたで しょう。 もし,仮 に鉢形城の場合 と同

じように,城 周辺 お よそ10kmの 範囲で民衆 を避難 させ た とす る と,お そ ら く相

当な人数が城 に押 し寄せ たので はないで しょうか。 当時の人数が どれだけだったの

か全 く想像 がつ きませ んが,数 千人 と仮 定 して も,と て も滝 山城だけでは入 りきれ

なか った ことは推測 で きます。それでは どうしたので しょうか。城 を拡張 しなけれ

ばならなかったはず です。拡張 していった痕跡 はあるので しょうか。その拡張 の痕

跡が切岸状遺構群 ではないか と思われるのです。

(2)切 岸状遺構群

滝山城の山の神曲輪 と同じような切岸状遺構群は,都 道を越えて西側に広が り,

高月城をも含めた広大な城域になることが推測されます。特に注 目すべ き部分は,

高月城の南側,殿 沢 と呼ばれている部分に,南 側の尾根 に向かうための虎口(出 入

り口)が 設けられていることです。現在,殿 沢は廃棄物残土によって埋め立てが進

んでいますが,明 確な土塁なども残っていて大変貴重です。この土塁が虎ロの一部

を形成 していたものと考えられます。この虎口から入 り,通 路を進んでい くと,左

側に坂虎口が設けられていて南側の尾根上に導き入れるように作 られています。尾

根上 に行ってみてもやや自然地形があるだけで,明 確 な城郭遺構 は見あた りませ

ん。ただ,認 められるのは山腹を削 り落とした切岸だけで,そ のほかは目につくも

のがないのです。しかし,殿 沢に虎ロをあえてもうけているので,こ の尾根上は城

郭 として理解してい く必要があります。

こうした切岸状だけの遺構群は,滝 山城が拡大 していった証拠ではないかと思わ

れるのです。つ まり,先 ほどお話 ししたように,民 衆の避難場所確保の必要性か

ら,西 側へどんどん広がっていき,高 月城 と一体化するまでに拡張していったと考

えられるのです。滝山城の広さから考えて,城 周 り10km四 方に住む民衆の避難

場所 として,ど うしても城域 を拡張せざるを得なかったのでしょう。残念なが ら,

病院や残土の埋め立てによって破壊が進んでいますが,一 連の切岸状遺構は城郭遺

構として,民 衆の避難場所確保のために設けられた施設 と考えられます。城郭遺構

ならば,な ぜ,堀 とか土塁といったものが無いのか と言う問題が残 ります。これに

対する明確な答えは今のところ見いだせないのですが,一 つには,こ うした外郭部

分を堀や土塁によって堅固にしてしまうと,外 側が寄せ手に占拠 された場合,城 の

内郭部分が危なくなって しまいます。内郭部分はあ くまでも有利な状態に置 くため

に,切 岸だけの遺構に留めたのではないでしょうか。

もう一つの理由は,避 難場所 という意味にあると思います。合戦のときだけ避難

するわけですか ら,一 時的に居 られればいいわけです。一時的であればそれほど堅

固にする必要もないし,普 段は畑 として使っていたような場所でも避難小屋が建て
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られる空間があればよかったのではないでしょうか。ただ,単 なる畑ではい くらで

も攻め込まれてしまうので,防 御として有効な,し かも簡単に作れる切岸が積極的

に取 り入れられたのでしょう。ですから,合 戦が終わればそれ らの避難場所はもと

の畑として生産活動に励む場 として復活 したものと考えられます。先ほどお話 しし

たように,避 難場所にも棲み分けがあったとすれば,民 衆はいざというときには,

こうした山林や谷間に一時的に避難 していたと考えられます。

(3)映 画 「七人の侍」の世界

黒沢明監督の 「七人の侍」は,天 正17年(1589)ご ろの様子が背景になってい

ると聞いたことがあ ります。天正17年 と言えば,関 東では豊臣秀吉の関東征伐が

開始されようとしていた時期です。

ある村の人たちは,野 盗たちの乱暴狼籍に苦 しめられ,食 糧は奪われた り,女 た

ちは連れさらわれたりと,さ んざんな目にあっていました。そこで,こ の窮地をな

んとか しようとして,村 のひとたちが7人 の侍を雇って村を警護 してもらいます。

この7人 がそれぞれ個性的で,映 画の中では実に頼 もしい存在 となっています。雇

われた侍たちがまず行ったことは,村 の地勢を丹念に調べ上げ,野 盗たちの侵入を

防 ぐにはどうしたらいいか ということでした。ここで興味深いことが計画 されま

す。まず,田 んぼに水 を溜めて堀 とし,村(集 落)の 出入 りロに木戸 と冊を作 って

簡単には侵入できないようにしたのです。つまり,そ れまでの村は,防 御が施され

た砦にかわったのです。川に橋 を架け,野 盗が来襲 した場合は木橋を落 としてしま

って渡れないようにするなど,村 が城郭 としての機能を果たすように作 り変えたの

です。

つ ぎに侍たちがおこなったことは,村 の男たちに合戦の仕方を教 えたことでし

た。武器は竹槍で したが,普 段 は農作業で使 う鎌や鍬なども使用 しました。そし

て,精 神的支柱 ともいえる七人の侍たちと村人たちの堅い絆を表現 した 「籏」も作

りました。こうして合戦の準備 をして野盗たちと戦ったのです。

この映画で感銘をうけるのは,村 の人たちの力によって野盗たちに立ち向かおう

とする 「自力救済」の考え方が表現されていることです。黒沢明監督がこの自力救

済を意識 していたかどうかはわかりませんが,こ の時代の村の人たちの生き方を見

事なまでに表現 したことに驚かされます。

村の民衆は,合 戦 ともなると領主の城に避難しますが,さ らに,自 分たちで作 り

上げた城郭も準備 していたのです。住んでいる村 自体 を城郭 とする場合もあ ります

が,村 の背後の山を城郭にしたりすることもあ りました。そうした例は全国各地に

伝えられています。滝山城の西方,あ きる野市にある網代城 も村人たちが造った村

人たちの城の可能性が高い と考えられます。 この城山の山麓には貴志氏,網 代氏,

高尾氏といった地侍たちが住んでいたと伝えられていますが,こ の地侍たちの指導

によって網代城は築かれたのではないでしょうか。網代城は城山とか,太 平山とも

呼ばれていて 「○○城」 といった固有の名称はありません。永禄3年(1560)に 網

代村は 「徳政」を要求 して,村 の人たちの要望を領主の北条氏に突きつけていま
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す。この村はこのあたりの山林を管理していて,か なり自立の進んだ村だったよう

です。おそらく,滝 山城の修築や増築に関わる用材の管理も受け持っていたので し

ょう。

このように,い ざ合戦ともなると当時の村人たちは,領 主の城に避難 した り,村

自らの避難場所 としての城郭を準備 していました。つまり,村 人たちにも築城する

権利があったと言 うことにな ります。この権利を正面から否定したのが全国統一を

成し遂げた豊臣秀吉で した。

(4)戦 禍の中 で村人た ちが とった行動

合戦 になると村 の人たちは戦禍 の中で,領 主の城に避 難 した り,村 人たちが普段

か ら準備 していた村 人たちの城(村 の城)に 避 難 した りしま した。「七人の侍」 の映

画 は,そ の ことを理解 するのにふ さわ しい表現 が されているという話 をしました。

それで はつ ぎに,他 の 自力救済の方法はなかったのか とい うことについてお話 し

します。永 禄4年(1561),越 後 の上杉 謙信(こ の時期には上杉氏を名乗っていません

が,便 宜上よく知られている上杉謙信の名を使用します。)は 越 山 して関東地方へ侵入 し

て きました。表向 きの理由は関東管領職 の引 き継 ぎのため とい うこ とで したが(上

杉憲政から引き継 ぐ),実 際 には越 後地方の大飢饅 を少 しで も解消 しようとした戦 国

大名の課せ られた使命 に基づ くもの と考 えた方が 良いか も知れ ませ ん。謙信 は,永

禄3年(1560)に 直江津 あた りの商人 に対 して 「徳政」 を実施 しま した。 つ ま り,

商人たちの収益 が極端 に少 な くなったので,5年 間 にわた って租税 を免除 したので

す。 この背景 には,永 禄1年(1558)ご ろか ら続いてい る旱越や長雨 に よって農民

たち の生産 高が急落 し,商 人 たちの商売 に も大 き くひびいて いたのです。 このた

め,商 人たちは生活が困窮 し,徳 政 を申 したてたので した。

上杉謙信の関東地方へ の越 山は,ど うも生活 に困窮 した民衆 を救 うとい う目的が

あったようです。では,ど の ように して生活の困窮状態か ら救お うと したのかが大

きな問題です。そ こで,謙 信 が北 関東の小 田氏 を攻 めて,小 田城 を落 とした後 の行

動 をお話 ししま しょう。永禄9年(1566)の2月,今 の茨城県 つ くば市 にあった小

田城 を開城 させ る と,そ の城 下では,た ち まち人身売買 の市(い ち)が 立 った とい

うのです。つ ま り,城 中 に避難 してい た者 たちや城周辺 の女や子 どもを絡 め取 り,

この者たちに値段 をつ けて売 った とい うのです。買 った者 はだれか とい うと,絡 め

取 られた者たちの親類や知 り合いだ った ようです。 これ は実 に確 実 に得 られる現地

収入で した。親類 によって買い戻 された人たちは良か った として も,買 い戻 され な

か った人たちは どうなったので しょう。 このこ とにつ いて藤 木 さんは,興 味深 い見

解 を述べ ています。戦禍の中で,人 身売買 に関わる専門の商人たちが居 た とい うの

です。 この商人 について は色 々な資料 か ら確認す ることがで きます。 そ して,小 田

城の人身売買市で驚 くことは,上 杉謙信直 々の命令 によって春 中売 り買 いが行われ

た ことです。即 ち,当 時の合戦 は,そ の現地で確 実 に得 られる現金収入獲得場だっ

た とい うわけです。 この永禄9年 とい う年 は,関 東 地方 で も大飢謹 が発生 してい

て,越 後地方 と同 じように民衆 の生活 は困窮 してい ました。 その こ とを思 うと,上
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杉謙信の関東地方への侵入は相当な痛手になったと考えられます。

また,当 時の合戦には 「苅 り働 き」「焼 き働 き」 という言葉があつて,侵 入 した

現地で,稲 を根 こそぎ刈 り取ったり,民 家 をやきはらったりということも立派な合

戦行動の一つでした。食糧が不足 し始めると出陣するというのは当た り前の行動で

あり,領 主としてのや らなければならない責任でもあったのです。

永禄4年(1561),上 杉謙信が多摩地方へ進軍 してきたとき,八 王子の高尾 山薬

王院は,上 杉軍に対 して2通 の 「制札」を買い取 りました。 この制札 というのは,

上杉軍が高尾山薬王院に対 しては乱暴なことや狼籍をしてはいけないと定めた保証

書のようなものです。 この制札 によって上杉軍の兵たちの手当た り次第の乱暴や,

女子どもたちの掠奪を防こうとしたのです。高尾山薬王院は山岳修験信仰の聖山で

すが,こ の寺に上杉氏の制札が2通 もあるということは,こ の聖なる山に,周 辺の

民衆が避難していた可能性が高いと考えられます。さらに,上 杉軍の先陣を勤めた

埼玉県岩槻城の太田氏か らも2通 の制札を買い取っているので,高 尾山は当時民衆

の避難場所 として利用されていたと考えられます。高尾山と同じような聖山が奥多

摩の御岳山です。この御岳山も山岳信仰の聖山で,こ の山は城郭化 していた痕跡が

確認できます。このように,人 の力が及びにくい敬慶な山は,民 衆の避難場所 とし

て利用 されることが多いということは,当 時の人々の精神的な部分を理解する上で

大変重要です。

上杉謙信や先陣を勤めた太田氏は,こ うして制札 と引き替えに大金をつかんでい

きました。 こうした行為 を考えると,合 戦は,ど うも 「お金 になる商売」だった

ということもできます。このことから,生 活に困窮 した農民たちは積極的に軍に参

加 し,現 地において乱暴や狼籍 を働いて金や食糧などを手に入れていたことで しょ

う。合戦の主流がこうした行為であったことを考えると,い ざ合戦 ともなると,相

当な者たちが逃亡することに必死だったのではないかと思ってしまいます。テレビ

などでよく見かける白兵戦は大変疑問に思えてきます。

3.関 東総無事令(平 和令)

(1)滝 山城から八王子城へ

氏照が恩方の浄福寺城か ら滝山城 に移ってきたのが永禄10年 頃(1567)と する

と,滝 山城から八王子城に移ったのが天正10年 頃という考え方が有力なので,こ

の見解に従 うと,氏 照の滝山在城期間はおよそ15年 間ということになります。 こ

れからの話は八王子城に移ってか らのことにな ります。

氏照が滝山城から八王子城に移った理由はなんだったので しょうか。この点につ

いて考えてみましょう。

氏照が重臣の大石筑前守,横 地与三郎,間 宮若狭守に対 して,城 の工事を急がせ

ている文書(天 正10年2月23日 付)が 『新編武蔵風土記稿』の中に記 されています。

間宮若狭守は,間 宮綱信のことで,天 正7年 に織田信長の安土城 を訪れた人物で

す。この間宮氏は氏照配下の築城家だったようで,安 土城見学後に石垣を多 く使用
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した八王子城工事に取 りかかっていたと考えられます。本格的な石垣の使用は安土

城か ら始まります。石垣の使用は鉄砲戦による変化 と考えられ,鉄 砲が普及するに

連れて石垣作 りの城が続々と造 られるようになっていきました。

滝山城は永禄12年(1569)の 滝山合戦で,武 田軍の鉄砲攻撃 に難儀 したと伝 え

られているので,こ の鉄砲戦 に対 してより有効な高山へ移っていったと思われま

す。また,甲 州との関わりで,そ れまでの案下道から小仏峠を越えて くる甲州道を

重要視するようになったと思われます。滝山合戦のとき,甲 州の小山田隊と加藤隊

は小仏峠から侵入 してきました。このことがあって以来,甲 州との関係は案下道か

ら甲州道にかわっていきました。

八王子城は外郭のラインを地図上で測ると,お よそ14kmに もな ります。これ

は北条氏の本城である小田原城を越える広大なものです。なぜこれほど広大になっ

たので しょう。おそらくこの背景には,滝 山城 における民衆の避難場所の限界があ

ったのではないでしょうか。滝山城の外側に広がる切岸遺構群は民衆の避難場所 と

して使用されいたとお話 ししました。この避難場所の手狭が入王子城に移るきっか

けになっていたのではないかと考えられるのです。

八王子城がこれほど広大に築かれた理由に,関 東王国をめざしていた北条氏にと

って,小 田原城を拠点とするにはあまりにも遠すぎるということか ら八王子城 を拠

点 とする第二の首都建設にあったという見解 もあ ります。

滝山城か ら八王子城への移転についてい くつか述べ ましたが,当 時の社会情勢に

ふさわしい城郭建設の必要性が求められていたのでしょう。

(2)関 東総無事令と北条氏の臨戦体制

天正14年(1586),豊 臣秀吉は,天 皇の許可をとって 「関東 ・奥羽総無事令」 を

発布 します。これは 「豊臣平和令」 とも呼ばれるもので,大 名間同士の争いをやめ

させ ようとしたものです。この令に違犯 して合戦をするということは天皇 及び秀

吉に背 くということを意味するものでした。それまでの大名問同士の合戦が一切で

きな くなったのです。ようするに,停 戦命令 を出したということです。すなわち,

この令は豊臣秀吉が求めていた天下統一への道筋だったと考えられます。このこと

については藤木久志さんが 『豊臣平和令 と戦国社会』で明らかにしました。

小田原北条氏はこの総無事令に反してしまい滅亡してしまったのです。当時,小

田原城の北条氏政は,秀 吉が大坂城に来るように言い渡しても,こ れに従おうとせ

ず,弟 の氏規を代わりに大坂城に向かわせていました。丁度このころ,群 馬県の名

胡桃城のことで氏照の弟氏邦 と真田氏 との間で城の取 り合いを演 じて しまいまし

た。このことが総無事令 に違反したというわけです。そして,つ いに秀吉の関東征

伐が開始 されたのです。
一方,北 条氏は天正10年 ごろか ら西方に対する脅威 を感 じ取っていたらしく,

東北の伊達氏 に近づ き,や がて侵入 して来るであろう西方勢力(当 時は織田氏)に

立ち向かうための準備をしていきました。

天正15年(1587)の 正月,氏 照は奥多摩の杉田氏 に対 して,12才 になる息子 を
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入王子城に連れてくるように伝えました。奥多摩は甲州との境 目にあり,北 条氏に

とっては大事な地域だったので杉田氏を筆頭 とする小河内衆(地 侍集団)の 離反を

防こうとしたのです。また,天 正16年 には,同 じく甲州との境 目であった桧原城

の補強改修工事にとりかか り,近 くの地侍集団であった西戸倉衆を応援に駆けつけ

させました。合戦になると,ま ず境 目地域が脅かされるので,境 目の城を重要視 し

たのです。同じ年の正月,青 梅の久下氏に対 して,妻 と子を八王子城に連れて くる

ように伝えました。これは人質 というよりも避難を勧告 したと解釈 した方が適切だ

と思います。こうした妻子への勧告は他の地侍たちにも届けられました。久下氏に

届いた手紙で興味深いのは,「食い物 となるものは,一 切残 しておかないこと」 と

伝えていることです。つまり,食 い物は敵の食糧 となってしまうので,こ れを阻止

しようとしたのです。当時の兵糧確保は現地調達が主だったので,食 糧を相手に渡

さないというのが作戦の一つでした。 ときには,自 らの手で家や村を焼き払い,す

べてのものを灰 に化す という行為 も行われました。

また,村 に住む15才 から70才 の男たちは戦闘員として招集 し,武 器などの槍に

ついても定め られた通 りに準備するよう指示しました。こうした若者や老人たちは

主に陣夫役といって荷駄隊 として運搬などの作業に利用することが多かったようで

す。こうして豊臣秀吉の関東征伐に対する準備 をすすめていきますが,勧 告通知の

中には,20日 間だけの役 とか,一 回限 りの役だからという但 し書 きがあって,な

んで もかんでも強制的に民衆を徴兵 していったのではないことが読み取れます。そ

の中には北条領国の 「国」のために働いてほしいといった内容 もあり,領 主の気持

ちが込められた悲壮感がただようような文面もあ ります。

こうして北条氏の決戦準備は進め られましたが,当 時としては旧式竹槍軍団と新

式鉄砲装備軍団の差があり,北 条方の城は戦わず して落ちていくのが多かったよう

です。氏照は小田原に居 ましたが,留 守を任 された入王子城 も天正18年(1590)6

月23日 に激戦の末に落城 しました。そ して,7月11日,氏 政 と氏照の兄弟は,戦

争責任者として切腹 させ られました。氏照は享年50才 前後だったと思われます。

(3)平 和の代償 としての朝鮮侵略

豊臣秀吉の関東総無事令は,こ れに違反した北条氏が滅ぼされることによって一

応全国の大名間抗争は終息 していきました。関東地方では,足 利成氏が上杉憲忠を

殺害 した享徳3年(1454)以 来,お よそ140年 も続いてきた戦国の乱世が終わりを

つげたのです。秀吉が掲げた 「天下一統二御安全」の平和な生活が取 り戻 されてい

きました。これで一応民衆の生活は保障されたかのように見えました。 しかし,前

にお話ししたように,当 時の合戦の主目的が,苅 り働 きや焼働 き,乱 暴狼籍によっ

て現地収入 を得る事だったにもかかわらず,秀 吉の平和令は,そ うしたことを否定

するものでした。藤木さんは,平 和になったのと引 き替えに,今 度は新たな稼ぎ場

所 を求める必要があったとしています。そこで考え出されたのが,明(今 の中華人

民共和国=中 国)へ の侵略 その途上にある朝鮮への侵略でした。 日本の戦国時代

の終焉は,確 かに日本国内の平和をもたらしましたが,そ の代償 として,他 国への
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侵略が行 われた とい う事実 は無視す るこ とがで きませ ん。そこで,今 度 は朝鮮 半島

でいった い何が起 きていたのか,そ の ことについてお話 ししてい きます。

天正20年(1592),秀 吉 は肥前 名護屋 城 に戦略基地 を構 え,こ こに全 国の大名 た

ちを集結 させ ました。朝鮮半 島に侵略 を開始 した当時は,朝 鮮 内部の事情か ら一般

民衆 の生活 は苦 し く,中 央 やそこか ら派遣 されていた地方統治官 に対 して強い不満

を もっていま した。そのために,日 本軍 は当初,ま るで解放軍が来 たかの ようなム

ー ドで迎 え られた とい うことです。 しか し,日 本軍の現地調達や,合 戦の主 目的で

ある掠奪,狼 籍 とい った本 来の姿 をみせてい くと,当 然の如 く反発 をか うようにな

ってい きます。現地調 達や掠奪行為が激 しくなった背景には,日 本か らの補給路が

途絶 えて しまった ことや,現 地 での極寒が兵た ちを襲った ことにあ りま した。食糧

不足 と寒 さか ら,現 地での乱暴狼籍 はます ます激 しさを増 してい きま した。実際 に

現地 に赴いてい った慶念 とい う僧 は,『 朝鮮 日日記』 とい う 日記 の中で興 味深 い こ

とを記 しています。「野 も山 も城 は申す にお よばず,皆 々焼 き立 て,人 を打 ち切 り,

鎖竹 の筒 にて首 を しば り,親 は子 を嘆 き,子 は親 を尋ね,哀 れなる躰,初 めて見侍

る也」 と,慶 念 は,そ のす さまじい兵 たちの暴力 と現地での民衆 の苦難 をあ りの ま

まに書 き留めてい ます。 そ して,さ らに興 味深い こ とは,「 日本 よ りもよろずの商

人 も来た りしなか に,人 商いせ る者来 た り,奥 陣 よ り後につ き歩 き,男 女老若買い

取 りて,縄 にて首 を くくり集 め,先 へ 追い立て」 と伝 えている ことです。なん と,

人 を売買す る専門の商人が軍の後 か らつ いてい った とい うのです。お そ らく,相 当

な人数が こう した人買い商人たちに売 られ てい った ことで しょう。 それで は,売 っ

た人物 は誰 だったので しょう。言 うまで もな く,戦 場の村 々で乱暴狼籍 を働いてい

た兵 隊たちだったのです。 この兵の中には 日本 の多 くの農民 たち も含 まれていたで

しょう。農家の二男,三 男 といった財産 を譲 って もらえない男 たち も数多 くいた こ

とで しょう。人買い商人 自身 も民衆 を掠奪 していたか も知れ ませ ん。 日本 の戦国の

合戦 の主流が乱暴狼籍であった ことを慶念 は 目の当た りに観 察 していたのです。

朝鮮 軍の捕虜 となった 日本 人の福 田勘介 は,こ の よ うに証言 した と 『宣祖 実録』

の中 に記 されて い ます。「朝鮮捕虜 の人 たち を 日本 に送 り,代 わ りて耕作 を為 し,

日本耕作 の人 を以 て換替 して兵 と為 し」,つ ま り,日 本人 はすべ て兵 隊 として朝鮮

に送 り出 し,そ の間の労働不足 を日本 に連 れて行かれた朝鮮 人が行 うと,福 田勘介

は答 えた とい うのです。豊臣秀 吉の関東 ・奥羽総無事令 によって平和 になった 日本

で したが,こ ん どは現地収入 となる戦場が無 くなって しまい,稼 ぎ場 を失 った者た

ち は,新 た な秀吉 の公共事 業(日 本の兵隊たちにのみ言える)と も言 える他 国への侵

略 によって換替 されていったので した。 日本 の兵 たちは こぞって朝鮮 半島 に渡 り,

当然,現 金収入 を手 にす ると,本 来の 目的が達成 されたのですか ら本 国へ逃亡す る

者たちが続 出 しま した。やがて秀 吉の死 によって,日 本軍 は朝鮮 半島か ら退却 して

い きましたが,秀 吉が実施 した無謀 な入 明計画が,他 国の人たちに対 しては,あ ま

りにも大 きな代価 となって しまった ことは事実 です。
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おわ りに

「戦 国サバ イバ ルか ら平和令 へ」 とい う題 でお話 ししましたが,地 元加住地域 の

滝 山城 を通 して話 を進 めて きました。お話 しを させ ていた だ く側 としては,対 象 の

方 々がス クー リングのため に大学 に来 られている方 たちで,各 地方か らの参加が多

いのではないか とい う状況か ら,滝 山城 の話 を して も仕方が ないのではないか と不

安 に思ってい ました。

ところが,大 学か ら頂いた小 冊子の中に,大 学 の創立者であ られる池 田大作先生

の滝山城 に関わる詩が掲載 されているのを拝見 して,お そ ら く,ス クー リングに参

加 されてい る方々 もこの詩(「 滝山城趾に立ちて」)を 承知 しているのではないか と思

い ました。 それな らば,も う少 し詳 しく滝 山城 のこ とを知 りたい と思ってい らっ し

ゃる方々 も多 いのではないか と考えたのです。

戦国合戦 とい うと,ど うして も戦国武将 の生 き様の ようなことばか りが クローズ

アップ されがちで,民 衆の生 き様 についてはほ とん ど史料があ りませ ん。本来,武

将たち よりも村 々に住む一般民衆 たちの方が圧倒的 に多か ったわけです か ら,民 衆

をぬ きに しては戦 国時代 は理解 で きませ ん。 しか し,本 や雑 誌,テ レビな どで報 じ

られる情報 は,そ の ほとん どが武 将たちの雄 々 しい姿,そ して時には仁,智 に優 れ

た武士 たちの生 き様 などで した。 これ と同 じようなことを滝山城 を通 して語 って も

本 来の城 の機能 は説明で きない と考 えま した。そ こで,民 衆に焦点 をあてて,城 は

戦禍 の中で避難場所 として民衆 に開放 される もの,と い うお話 しを しま した。滝 山

城 の外 側 に広が る崖の ような遺構(切 岸)を 民衆 の避難場所 と推 定 しました。 この

見解 はあ くまで も表面観 察のみで,発 掘 による もので はあ りませ んが,他 の城郭の

例 と比較 して もそ う した ことが言 える と考 えてい ます。

戦禍 の中で民衆 は殺 され た り,掠 奪 され た りとい った苦難が続 きま した。 しか

し,民 衆 はただ単 にうろたえた り,逃 げま どってい るだけではなか ったのです。 と

きには,映 画 「七人の侍 」の ように,村 の人た ちによる自力救済 の砦 などをこ しら

えて防衛体制 をとることもあ りました。 あるい は,村 中の金銭 を集 めて,相 手の大

将 か ら安全保障 としての 「制札」 を買 い求め ることもあ りました。 こう して,村 人

たちは戦 国時代 をた くましく生 き抜 いていたのです。

豊 臣秀吉が全国統一 をめ ざす過程で 「関東 ・奥羽総無事令」 を発布 します。 これ

に よって全 国の大名間抗争 はな くな り,確 か に平和 が訪 れ ました。 しか し,こ の平

和 は他 国に侵入す る行為 と引 き替 えに もた らされた もので,平 和の代償 はきわめて

大 きい もので した。

(本公演は,2008年8月17日 に開催 された創価大学通信教育部学会主催の講i演会の内容

に加筆 したものである。)
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